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＜連絡事項＞
・東・西病棟のコロナ感染発生に伴い、下記変更となります。
　また、症状のある患者様は抗原検査ではなく、夜間であってもＮＥＡＲ法実施して下さい。

　○洗濯・リネン
　　洗濯物を出す際には、レストランを通って南病棟の洗濯場に提出して下さい。
　　戻ってくる業者洗濯は、内科診察室側の出入口から搬入。北病棟にて仕分けとなります。

　○売店

　　私物発注伝票を使用し、購入物を記載後、売店使用日の前日に庶務へ提出して下さい。
　　売店当日に、品物が病棟宛に届きます。
　○レストラン使用
　　閉鎖病棟側のレストランは使用中止。北病棟側のレストランは通常通り使用。
・東病棟・西病棟コロナ感染により件名について変更しています。

1/7まで変更していますので、WIZ当番表の確認をお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・寺井　恵利子様～本日採血施行し、クロザリル同内容で7日分処方となっています。
＜要注目患者様＞
・畑中　成夫様～
スタッフへの不自然な話掛け見られるが、妄想発言は目立たない。
・小豆畑裕介様～幻聴に左右され大声での独語や放歌見られる。幻聴内容について


























スタッフへ確認してくる場面もあるが、現実見当は出来ており左右されて病棟を離れる状態も見られない。

























・太田　富夫様～声高さは見られるが、対応時の口調は落ち着いている。易刺激性は見られるが、説明にて易怒的となる状態は見られない。

























・大久保　すい様～発熱無く、左第1指手根部の腫脹軽減し内出血は持続。9：00
ＮＥＡＲ法実施し、結果陰性。日課には問題なく取組み、両手の使用可能で疼痛訴えなし。レントゲンの結果骨折所見なし。
＜田名部Dr診察・担当患者様検討＞
・畑中　成夫様～シクレスト増薬後から睡眠は改善していると話す。行動化は自制出来ないと話しており、主治医からは薬剤調整し環境調整しなくても良いように自分で抑制するよう指導受けている。「落ち着いていると、懲らしめが来ると思う」と話し、自分の妄想が酷くなると同室者が叫ぶ状態が懲らしめだと思うがまだ弱いと訴える。主治医から再度行動化を止めるよう指導受けると、受け入れる返答は聞かれている。
シクレスト5㎎→10㎎へ増薬し7日分処方。
・高橋　義明様～歯痛の訴えは聞かれない為、カロナール止め。年明けには歯科受診するよう説明受け、本人も了承している。

・民部田和哉様～排尿状態に変わりはないと話すが、服薬調整している為そのまま様子を見ていく事を説明。口角炎に対しては皮膚科受診し軟膏処方となっている為、そのまま様子を見るよう説明受けるが、本人からの返答なし。相談した事に対し強く言い返されると苛々すると訴える。処方は同内容継続。
・板橋　利美様～関節痛の持続あるが、日課は取り組めているとの事。引き続き、適宜活動参加するよう助言・指導を受ける。
・小豆畑　裕介様～幻聴は続いており、大声を出した自覚もあり。幻聴に対して気分転換を図りたい為、アクセサリーを使用したいと希望あり。主治医からは感染状況が落ち着いてからにするよう説明受け、使用許可なし。オランザピン10㎎→15㎎へ増薬。

・吉田　守幸様～食事・睡眠はとれており、苛々する事もないと話す。引き続き運動にも参加するよう指導受けている。
・三浦みよ子様～精神・身体面著変なし。
・太田　富夫様～気分高揚持続し、易怒性見られる事を報告。
　　　　　　　　本人は、服薬の方法を変更してから睡眠は安定しつつあり、便通もココア等の嗜好品を検討する事で安定してきたと話す。気分変動は自身で自覚できない為、スタッフへ指摘してもらえるよう伝えたと話す。
臨時薬オランザピンの服用を夕から就床前薬に変更し、同内容により7日分処方となり内服継続の指示。
・高橋　伸治様～精神面著変なし。
・池田　康憲様～乾性咳嗽・咽頭部違和感に対し臨時薬PL配合顆粒1g3P（3×ndE）　　　3日分追加。他、同内容により7日分処方となり内服継続の指示。
・久保　興介様～歯痛は持続との事。臨時薬ポンタールカプセル7日分処方となり内服継続の指示。
・釜谷　茂春様～精神面著変なし。ご飯大盛り希望あり食事変更となる。
　　　　　　　　足の痛みはなく、睡眠もとれている。苛々する事はなく飲酒欲求も聞かれない。退院については、主治医からご家族へ自宅退院を相談していくが、飲酒しないと言い切れるか質問されると「絶対飲まないとは言えない。多少はお願いしたい」と話す。
　　　　　　　　主治医から感染状況が落ち着き次第、面談調整の指示を受ける。
